
文化祭で歌舞伎を演じ始めた当時に出演していた方が、現在、花駒座で歌舞伎に関わっておられ、今回の

文化祭も手伝ってくださっていました。その方は、「私が出演したのが１５年前くらいです。それからずっ

と中学生が続けてくれていてすごいです。自分もお世話になった花駒座の一員として、文化祭に携われてい

るのは感慨深いです。」と話してくださいました。学校で村の伝統文化に関わった子供が、大きくなって村の

伝統を支えていく、素晴らしい循環ができています。地域学校協働の成果ですね。 
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 １１月２日（木）、檜枝岐児・小・中学校の文化祭を取材しました。 

文化祭は、小・中学校の児童・生徒だけではなく、児童館の子供達や地域の 

方々も関わりながら開催されています。 

特に、中学生が演じる歌舞伎は、練習から本番の化粧・着付けまで、村の 

歌舞伎伝承組織である千葉之家花駒座（ちばのやはなこまざ）の全面協力が 

あり、本格的です。 

老若男女問わず、大勢の村民が集まる盛大な文化祭に大変感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生と一緒に会場準備した

り、係をやったりすると、いろい

ろな話ができて面白いです。 

バドミントンや習字、ソフトボー

ルなどを教えてもらっている地

域の人達に発表や作品を見ても

らえてよかったです。 

（檜枝岐小児童） 

９年間、最後の文化祭を実行

委員長として頑張り、思い出深い

ものになりました。歌舞伎もミス

なく演じることができました。花

駒座の方には、細かいところまで

丁寧に教えていただき、ありがた

かったです。  （檜枝岐中生徒） 

 地域の人が関わるので、子供の

練習の様子を地域の人が伝えてく

れます。家でも一生懸命に練習し

ていて、地域の人の名前が家族の

話題の中にも出てきます。地域と

交流が図られていると感じます。     

（保護者） 

 お年寄りの作品もあるので、孫

がいなくても来やすいです。み

んなが知り合いなので、休憩時

間に、知っている人の作品を見

たり、お話をしたりすることがで

きます。とてもアットホームな雰

囲気です。     （地域の方） 

 


